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2040年の全国推計人口が発表されました
　先月、ニュースや新聞で2040年の全国推計人口が発表されました。

2010年の総人口と推計人口を比較すると全国の市町村で人口減少が進む

中、奈良県では約９割の市町村が減少すると予測されています。

　村としては、この状況を少しでも改善するための対策を若手職員が中

心となり進めます。

　詳細は２・３ページをご覧ください。

2040年の全国推計人口が発表されました
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そ
う
し
た
中
、
今
年
11
月
16
日
に
天

皇
・
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
賜
る
の

が
通
例
と
な
っ
て
い
る
「
第
34
回
全
国

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
の
放
流
・
歓

迎
行
事
会
場
に
指
名
さ
れ
た
こ
と
や
、

７
月
13
日
に
は
「
村
制
施
行
１
２
５
周

年
記
念
行
事
」
を
予
定
す
る
な
ど
、
歴

史
的
に
み
て
も
〝
節
目
の
年
〟
と
な
り

ま
す
。
浮
足
立
つ
こ
と
な
く
、
こ
れ
ら

の
行
事
・
事
業
を
村
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
こ
な
せ
る
よ
う
着
々
と
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

人
口
減
少
が
想
定
以
上
に

　
５
月
８
日「
日
本
創
生
会
議
・
人
口
問

題
検
討
分
科
会
」（
座
長

：

増
田
寛
也
元

総
務
相
）
か
ら
２
０
４
０
年
の
人
口
予

測
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り

ま
す
と
川
上
村
の
人
口
は
４
５
７
人
、

な
か
で
も
出
産
の
中
心
と
な
る
20
～
39

歳
の
女
性
数
が
８
人
と
の
推
計
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
減
少
率
で
は
全
国
第
二
位

の
89
％
に
達
す
る
と
の
予
測
で
す
。

　
栗
山
村
長
は
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
に
対

し
「
シ
ョ
ッ
ク
だ
。
大
勢
の
知
恵
を
借

り
人
口
減
少
に
抵
抗
し
て
い
く
」
と
の

コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
突

然
こ
う
し
た
数
字
を
つ
き
つ
け
ら
れ
動

揺
し
て
の
発
言
で
は
な
く
、
出
産
の
中

心
と
な
る
女
性
の
減
少
が
予
測
を
上

回
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
発
言
で
し

た
。
と
い
う
の
も
村
で
は
事
前
に
こ
う

し
た
人
口
減
少
予
測
の
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
し
て
お
り
、
若
手
職
員
を
中
心
に
す

で
に
対
策
の
検
討
を
始
め
て
い
ま
す

⇒

具
体
的
に
は
、
〝
仕
事
と
住
ま
い
の

ワ
ン
セ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟
に
よ

る
「
仕
事
」
と
「
住
ま
い
」
に
、
「
教

育
・
子
育
て
」
や
「
福
祉
・
医
療
」
を

加
え
、
こ
れ
ら
を
リ
ン
ク
し
た
政
策
を

取
り
ま
と
め
て
次
年
度
予
算
に
反
映
さ

せ
る
計
画
で
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
Ｈ
25
年
３
月
30
日
付
奈
良
新
聞

紙
上
で
も
２
０
４
０
年
の
人
口
推
計
が

掲
載
さ
れ
、
川
上
村
の
推
計
人
口
は

５
２
７
人
と
な
り
、
高
齢
化
率
64
・

１
％
と
の
見
通
し
で
し
た
。
い
ず
れ
も

県
内
で
一
番
の
人
口
減
少
と
高
齢
化
と

の
予
測
で
あ
り
ま
し
た
。

役
場
職
員
が
対
策
を
研
究
中

　
山
村
の
自
治
体
は
「
過
疎
対
策
」
が

す
べ
て
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
く
ら

い
重
点
施
策
で
あ
る
と
の
認
識
の
も

と
、
昨
年
、
今
年
の
区
長
会
で
窮
状
を

訴
え
る
と
と
も
に
、
本
年
度
の
重
点
施

策
と
し
て
の
位
置
づ
け
や
平
成
27
年
度

か
ら
10
年
間
の
村
の
総
合
計
画
策
定
に

あ
た
っ
て
の
審
議
会
の
な
か
で
も
、
そ

の
位
置
づ
け
を
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
日
本
全
体
が
人
口
減
少
に

進
む
予
測
の
な
か
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
こ
と

も
十
分
承
知
す
る
な
か
、
村
で
は
こ
う

し
た
情
報
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
、
あ
る
い
は
少
し
で

も
緩
や
か
な
減
少
に
す
る
た
め
の
対
策

に
若
手
役
場
職
員
を
中
心
に
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。

地
域
の
「
魅
力
」
発
掘
を

　
も
ち
ろ
ん
行
政
だ
け
の
問
題
で
な
い

こ
と
か
ら
、
村
内
的
に
は
、
広
く
村
民

の
方
々
の
ご
意
見
も
お
伺
い
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
「
村
づ
く
り
塾
」
や
「
ち

び
っ
子
増
や
し
隊
」
の
皆
さ
ん
、
ま
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
通
称
「
か
わ
か

も
ん
」
の
皆
さ
ん
な
ど
と
の
協
働
を
模

索
し
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
役
場
職
員

は
庁
内
ば
か
り
で
業
務
を
こ
な
す
の
で

な
く
、
地
域
に
出
向
き
地
域
住
民
の
皆

様
方
と
共
に
「
地
域
の
魅
力
」
の
掘
り

起
こ
し
や
「
村
の
良
さ
」
を
見
出
し
、

村
（
地
域
）
の
再
生
に
取
り
組
も
う
と

の
こ
と
か
ら
「
お
て
っ
た
い
さ
ん
」
制

度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
、
官
民
一

体
と
な
っ
て
村
に
活
力
を
取
り
戻
す
取

り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
７
月
、
32
年
ぶ
り
に
村
の
舵
取
り
役
が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
昨
年
３
月
23
日
に
は
54
年
の
長
き
に
わ
た
っ
た
「
大
滝
ダ
ム
事
業
」
が
完

成
、
運
用
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
村
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

～ 

定
住
・
移
住
施
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
も
っ
て
具
体
化
へ 

～

－

役
場
若
手
職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
中

－

若手職員による検討会

～ 

定
住
・
移
住
施
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
も
っ
て
具
体
化
へ 

～

（
Ｈ
24
・
12
特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
共
存
の
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
よ
り
の

情
報
提
供
有
り
）
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＊プロジェクトを進めるにあたり、関係所管課・保護者・保育士・保健師等との連携や事業進捗支援を

外部専門家に委託します。

　　注釈：「若者等」とは…若年層ファミリーや起業希望者などを指す

＊目　　標

　各プロジェクトは解決すべき課題に対し、同方向を向いているが、それぞれの中身は異なっている

ため、役場内で別部隊を編制し進めていきます。

　このため、必要に応じて「村づくり塾」や「ちびっ子増やし隊」、「かわかもん」等と歩調をあわせ

て取り組みます。

　村づくりの政策は役場で立案していきますが、それの実行は民間団体（村民）という協働体制を築

くことも目標のひとつとします。

＊推進体制

　これら二つのプロジェクトを計画的かつ効率的、具体的に推進するため、「川上モデル事務局」を

設置します。

　事務局は外部専門家と共に運営することで、各事業の所管課との調整を図りプロジェクトチームの

具体策づくりを組み立てます。

＊今後の予定

　事務局は各プロジェクトの具体策を計画書としてまとめ、本年10月末日までに村長に提出します。

村長は計画書を政策会議に諮り、平成27年度予算に具体策を反映させます。

プロジェクトの目標と推進体制は…

＊目　　的

「若者定住」は今年度重点施策のひとつと共に、第５次総合計画の柱となるものです。このため「若

者定住を考え・動く」と称し、次の項目の具体策を立案・提言することを目的としています。

・村に移住を希望する若者等への移住支援　　・村に住む若者等への定住支援

役場若手職員プロジェクトとは

「仕事と住まいのワンセットで」
若者等への移住（定住）支援に向けて

「子育てと福祉を考える」
若者等への定住（移住）支援に向けて

　村外の若者に川上村への移住（定住）を支援するにあ

たって、次に掲げる項目等をリンクさせながら検討し、

具体策を提言することとします。

・企業支援や観光産業の促進

・道の駅やふるさと市場の利活用

・村営住宅の充実と提供

・住まいるネットと定住施策との連携

・生活道路やライフラインの整備

　これらを具体的に検討し、事業所ニーズを把握しなが

ら村内で働きたい若者等を集う、「仕事」チームと村内

の居住場所を準備する「いえ」チームに分けて進めます。

　村に住む若者等への定住（移住）支援

にあたって、次に掲げる項目等をリンク

させながら検討し、具体策を提言するこ

ととする。

・子育て世代の支援拡充

・保育園・学童保育の充実

・医療制度の拡充

・特色ある学校の確保

・同級生10人計画の実現

　特に子育て世代の定住支援の具体策を

提言します。

大
き
な
「
役
割
」
と
「
価
値
」

　
一
方
、
村
外
的
に
は
戦
後
の
経
済
発

展
の
中
、
「
東
京
一
極
集
中
」
の
ひ
ず

み
が
近
年
い
た
る
と
こ
ろ
で
目
に
つ
い

て
き
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
国
土
の

均
衡
的
な
発
展
は
当
た
り
前
の
こ
と
と

し
て
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
と
考
え

ま
す
。
人
は
流
域
の
下
流
ば
か
り
に
集

中
す
る
の
で
な
く
、
中
流
域
や
源
流
域

に
も
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
さ
な
く
て
は
な

ら
な
い
役
割
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
源
流

域
に
位
置
す
る
「
川
上
村
」
に
あ
っ

て
、
澄
み
切
っ
た
き
れ
い
な
『
水
』
を

流
し
続
け
る
こ
と
を
達
成
す
る
た
め
に

も
森
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
が
、
時
あ
た
か
も
「
第

34
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
が

川
上
村
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
開
催
テ
ー

マ
が

～
ゆ
た
か
な
る

森
が
は
ぐ
く
む

川
と
海
～

で
す
。

　
ま
さ
に
「
森
」
と
「
川
」
そ
し
て
「
海
」、

言
い
換
え
ま
す
と「
源
流
域
」「
中
流
域
」

「
下
流
域
」が
自
然
循
環
、経
済（
社
会
）循

環
し
て
こ
そ
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
社

会
が
形
成
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
川
上
村
は
、
１
６
４
３
人
の
小
さ
な

山
村
で
す
が
、
大
き
な
「
役
割
」
と

「
価
値
」
が
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
引
き
続
き
〝
郷
土
を
愛
し
て

ほ
し
い
〟
し
、
様
々
な
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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○
議
会
運
営
委
員
会

川
上
村
議
会
議
長
に
　
春
　
増
　
　
　
薰
　
氏

　
　
　
　
副
議
長
に
　
堀
　
谷
　
正
　
吾
　
氏

○
監
査
委
員

川
上
村
議
会
役
員
構
成
（
敬
称
略
）

委

員

長
　
東
　
谷
　
八
　
宗

副
委
員
長
　
杉
　
本
　
正
　
文

委
　
員
　
　
中
　
平
　
繁
　
和

津
　
本
　
多
　
正

堀
　
谷
　
正
　
吾

　
　
　
　
　
中
　
平
　
繁
　
和

○
総
務
文
教
委
員
会

委

員

長
　
中
　
平
　
繁
　
和

副
委
員
長
　
塩
　
谷
　
章
　
次

委
　
員
　
　
杉
　
本
　
正
　
文

津
　
本
　
多
　
正

堀
　
谷
　
正
　
吾

春
　
増
　
　
　
薰

○
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
委
員

経
済
福
祉
委
員
長 

　
　
　
　
　
津
　
本
　
多
　
正

○
介
護
保
険
運
営
協
議
会

経
済
福
祉
委
員
長 

　
　
　
　
　
津
　
本
　
多
　
正

○
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

経
済
福
祉
委
員
長 

　
　
　
　

　
　
　
　
　
津
　
本
　
多
　
正

経
済
福
祉
副
委
員
長

　
　
　
　
　
東
　
谷
　
八
　
宗

○
公
益
財
団
法
人

　
吉
野
川
紀
の
川
源
流
物
語

　
　
　
　
　
　
　
評
議
委
員

議
　
長
　
　
春
　
増
　
　
　
薰

総
務
文
教
委
員
長

中
　
平
　
繁
　
和

○
国
道
１
６
９
号

　
改
良
促
進
三
村
協
議
会

議
　
長
　
　
春
　
増
　
　
　
薰

経
済
福
祉
委
員
長 

　
　
　
　
　
津
　
本
　
多
　
正

経
済
福
祉
副
委
員
長

　
　
　
　
　
東
　
谷
　
八
　
宗

○
三
町
村
広
域

　
　

行
政
推
進
協
議
会

議
　
長
　
　
春
　
増
　
　
　
薰

総
務
文
教
委
員
長

　
　
　
　
　
中
　
平
　
繁
　
和

○
経
済
福
祉
委
員
会

委

員

長
　
津
　
本
　
多
　
正

副
委
員
長
　
東
　
谷
　
八
　
宗

委
　
員
　
　
塩
　
谷
　
章
　
次

大
　
西
　
廣
　
長

堀
　
谷
　
正
　
吾

春
　
増
　
　
　
薰

○
南
和
広
域
医
療
組
合

　
　
　
　
　
　
議
会
議
員

春
　
増
　
　
　
薰

○
吉
野
広
域
行
政
組
合

　
　
　
　
　
　
議
会
議
員

中
　
平
　
繁
　
和

東
　
谷
　
八
　
宗

津
　
本
　
多
　
正

　
５
月
８
日
に
平
成
26
年
第
２
回
川
上
村
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
議
長
、
副
議

長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
常
任
委
員
会
、議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
及
び
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
の
委
員
な
ど
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
２
回

川
上
村
議
会
臨
時
会
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全
国
の
源
流
域
に
位
置
す
る
17
市
町

村
か
ら
な
る
「
全
国
源
流
の
郷
協
議

会
（
川
上
村
＝
副
会
長
）
」
が
５
月
28

日
、
東
京
都
内
で
「
源
流
白
書
」
の
完

成
に
と
も
な
う
記
者
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
の
「
源
流
白
書
」
は
、
源
流
域
の

自
治
体
が
今
、
過
疎
高
齢
化
に
よ
っ
て

存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、
そ
れ

は
日
本
全
体
の
危
機
に
も
直
結
し
て
い

る
こ
と
を
、
様
々
な
視
点
か
ら
訴
え
て

い
ま
す
。

　
源
流
域
に
は
、
自
然
を
巧
み
に
生
活

に
取
り
入
れ
て
き
た
源
流
文
化
が
あ

り
、
ま
た
、
林
業
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て

き
た
山
が
あ
り
ま
し
た
が
、
過
疎
化
に

よ
っ
て
こ
れ
ら
の
維
持
が
で
き
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
源
流
か
ら
人
が
消

え
、
技
が
消
え
、
山
が
崩
れ
、
水
が
な

く
な
る
。
源
流
白
書
に
は
、
そ
う
い
っ

た
今
、
そ
こ
に
あ
る
危
機
と
と
も
に
、

源
流
を
守
る
た
め
の
４
つ
の
緊
急
提
言

が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

源
流
再
生
の
た
め
の
４
つ
の
提
言

①
国
民
の
共
通
財
産
で
あ
る
源
流
を
守

る
た
め
に
「
源
流
基
本
法
」
を
設
け

る
こ
と
。

②
流
域
圏
に
お
け
る
安
全
・
安
心
で
持

続
的
な
循
環
型
社
会
の
シ
ス
テ
ム
を

確
立
す
る
こ
と
。

③
培
っ
て
き
た
源
流
文
化
を
新
た
な
循

環
型
社
会
形
成
に
向
け
再
構
築
し
、

広
く
伝
え
る
こ
と
。

④
国
土
保
全
の
た
め
、
源
流
域
の
農
林

業
の
支
援
や
森
林
の
土
地
政
策
の
確

立
を
図
る
こ
と
。

源
流
再
生
を
目
指
す
国
会
議
員
の
集
い

　
協
議
会
は
同
日
、
源
流
基
本
法
制
定

に
向
け
、
国
会
議
員
に
よ
る
「
源
流
再

生
・
国
土
保
全
推
進
議
員
連
盟
（
仮

称
）
」
の
設
立
を
呼
び
掛
け
る
国
会
議

員
の
集
い
を
開
催
。
長
野
、
群
馬
、
奈

良
、
和
歌
山
、
岡
山
、
愛
媛
、
高
知
と

い
っ
た
協
議
会
会
員
の
地
元
７
県
か
ら

の
選
出
国
会
議
員
や
そ
の
代
理
者
ら
計

35
名
が
出
席
。
奈
良
県
か
ら
は
、
衆
議

院
議
員
の
高
市
早
苗
氏
、
馬
淵
澄
夫

氏
、
奥
野
信
亮
氏
、
田
野
瀬
太
道
氏
、

小
林
茂
樹
氏
、
参
議
院
議
員
の
前
田
武

志
氏
、
前
川
清
成
氏
、
堀
井
巌
氏
（
順

不
同
）
と
い
っ
た
地
元
選
出
の
す
べ
て

の
国
会
議
員
の
皆
様
や
代
理
者
が
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

関
係
省
庁
へ
の
要
望
活
動

　
上
記
に
続
き
、
源
流
再
生
に
向
け
、

関
係
省
庁
へ
の
要
望
活
動
を
実
施
。
内

閣
官
房
や
国
土
交
通
省
、
総
務
省
、
環

境
省
、
林
野
庁
の
関
係
部
署
に
要
望
書

を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
源
流
へ
の
支

援
を
求
め
ま
し
た
。

全
国
源
流
の
郷
協
議
会

「
源
流
白
書
」
を
発
表
！

源
流
の
危
機
は
国
土
の
危
機

「源流白書」をご覧になり
たい方は、水源地の村づく
り課もしくは図書館まで 世耕弘成内閣官房副長官（左側）に

源流部の実情を説明（首相官邸にて）
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海
づ
く
り
大
会
推
進
室
で
は
、
様
々
な
形
で
海
づ

く
り
大
会
に
か
か
わ
り
が
あ
る
、
村
内
で
活
動
し
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
着
目
し
、
今
月
号
か
ら

少
し
ず
つ
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
奉
仕
部
）
と
お

は
な
し
の
会
「
雫
」
に
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
や

目
的
、
海
づ
く
り
大
会
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

て
き
ま
し
た
。

　
村
内
で
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
奉
仕
部
代
表
の
大
浦
勝
司
さ
ん
に
よ
る
と
、
個

人
が
地
元
で
行
っ
て
い
た
清
掃
活
動
が
、
自
分
達
の

村
を
も
っ
と
綺
麗
に
し
て
い
こ
う
よ
、
と
輪
が
広
が

り
、
現
在
の
奉
仕
部
が
結
成
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
が
川
上
村

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
名
誉
な
こ
と
で
、
光
栄

で
す
。
こ
れ
を
機
に
多
く
の
人
が
川
上
村
を
訪
れ
、

活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
そ
の
為
に
老
人

か
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、
企

画
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
７
月
６
日
に
は
、
や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル

で
「
お
は
な
し
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

５
月
３
日
～
６
日

　
匠
の
聚
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

て
、
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
け
て
大
会
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

５
月
10
日

　
近
鉄
吉
野
駅
～
橿
原
神
宮
前
駅
区
間

の
特
急
内
で
、
乗
客
に
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
を

配
布
し
、
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
川
上
村

の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
は
、

毎
月
０
（
ゼ
ロ
）
の
付
く
日
に
、
ゴ
ミ

０
（
ゼ
ロ
）
を
目
指
し
て
村
内
の
清
掃

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
１
人
１
人
が
村
を
美
し
く
し
た

い
と
い
う
思
い
で
活
動
を
は
じ
め
ま
し

た
。
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
℡

５
２

・

０
２
９
４

会
も
村
と
一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
元
気

に
活
動
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
村
内
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
盛
ん
だ
け

れ
ど
、
文
化
活
動
を
楽
し
む
機
会
が
少

な
か
っ
た
。
絵
本
の
読
み
き
か
せ
な
ど

に
興
味
・
関
心
の
あ
る
人
た
ち
が
集
ま

り
、
活
動
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け

と
、
代
表
の
森
内
久
美
さ
ん
に
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　
自
然
や
山
、
水
を
テ
ー
マ
に
し
た
本

も
取
り
上
げ
、
本
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
に
自
然
の
大
切
さ
や
、
山
の
役
割
を

伝
え
て
い
く
活
動
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
子
ど
も
達
と
楽
し
い
活
動

を
通
し
、
海
づ
く
り
大
会
に
向
け
て
何

子どもたちも興味津々

第34回 全国豊かな海づくり大会

～やまと～ 通信 №3

～ゆたかなる森がはぐくむ川と海～

役場周辺も
綺麗になりました
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「頑張ります！ 栗山です」「頑張ります！ 栗山です」

　本年７月19日をもって任期満了となる川上村農

業委員会委員選挙が実施されます。

○立候補者説明会

　川上村農業委員会委員選挙に立候補を予定され

ている方は、次の日程で説明会を行いますので、

出席してください。

と　き　平成26年６月13日（金）

　　　　午前10時30分から

ところ　役場第１会議室

【問い合わせ先】

川上村選挙管理委員会　℡ ５２－０１１１

　宝くじならともかく、当たらない方が幸いなこ

とも多くあります。

　今回のケースがそれです。

　５月９日に日本創生会議が試算し、発表した人

口予測が波紋を広げています。それによると、本

村は2040年に20～39歳までの女性数が８人になる

と明記されました。「驚きでない」と言うとウソ

になりますが、村では、人口減少問題については

既に、最も重要な課題の一つとして危機意識を

もって取り組んできました。予測が外れることを

願うものでありますが、近年の人口動態はどう考

えても異常です。「すべてが東京への流れ」は、

すでにさまざまな面で大きな歪みを生んでいま

す。

　「国土の均衡ある発展」は国の基本です。何事

にも、バランスが重要です。今秋の全国豊かな海

づくり大会のテーマは「ゆたかなる森がはぐくむ

川と海」。大切な自然循環は人間社会に置き換え

ても同じではないでしょうか。

川上村農業委員会

委員選挙のお知らせ

平成26年７月６日（日） 実 施

告示日　平成26年７月１日（火）
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ず
っ
と
前
か
ら
、
東
川
中
井
奥
の
山

に
登
る
と
、
金
剛
・
葛
城
山
が
見
え
る

と
聞
い
て
い
た
の
で
一
度
は
っ
き
り
確

認
し
た
く
、
５
月
末
の
快
晴
の
朝
５
時

30
分
に
自
宅
を
出
発
し
、
中
井
渓
谷
自

然
塾
か
ら
林
道
を
車
で
走
り
、
約
３
キ

ロ
先
の
山
の
中
腹
に
設
置
さ
れ
て
い
る

ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
行
っ
た
。

　
車
を
降
り
て
ド
ア
を
開
け
た
前
方
に

目
を
向
け
る
と
、
今
朝
は
素
晴
ら
し
い

青
空
が
広
が
り
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
。
後
方
山
の
頂
き
か
ら
太
陽
が
昇

り
、
前
方
が
開
け
た
西
の
方
角
に
数
か

所
の
集
落
も
見
え
、
幾
重
に
も
連
な
る

山
々
の
後
方
奥
に
一
際
高
く
大
き
い
山

が
二
ツ
。
右
に
葛
城
山
、
左
に
金
剛
山

の
雄
姿
が
聳そ

び

え
立
つ
の
が
確
認
さ
れ

た
。

　
当
方
か
ら
で
は
か
な
り
遠
距
離
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快
晴
の
お
か
げ

で
雲
な
し
、
霧
な
し
の
朝
日
に
映
え
素

晴
ら
し
い
眺
め
だ
。
バ
ン
ザ
イ
!!
早
速

カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
。

　
二
ツ
の
山
が
交
わ
る
真
正
面
の
御
所

市
か
ら
登
る
「
水
越
峠
」
あ
た
り
が
双

方
共
低
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら

か
ら
眺
め
る
と
、
あ
た
か
も
年
を
取
り

合
い
、
寄
り
そ
っ
て
立
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
姿
が
大
変
美
し
い
。
遠
い
川

上
村
か
ら
こ
ん
な
に
く
っ
き
り
二
ツ
の

名
山
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
今
朝
の

早
起
き
は
得
し
た
思
い
だ
っ
た
。

　
尚
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
迄
の
１
キ
ロ
余
り

の
林
道
山
の
斜
面
に
、
淡
い
ピ
ン
ク
色

の
ツ
ツ
ジ
が
、
切
れ
目
な
く
自
生
し
花

を
つ
け
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
う
え

に
、
サ
ツ
キ
の
一
種
だ
ろ
う
か
。
白
い

花
ビ
ラ
を
つ
け
た
花
々
が
、
ツ
ツ
ジ
の

ピ
ン
ク
色
を
一
層
際
立
た
せ
、
思
い
が

け
な
い
花
見
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
出
来

た
。

　
広
報
編
集
委
員
会
で
は
、
昨
年
か
ら

各
大
字
の
自
慢
の
場
所
、
風
景
な
ど
を

教
え
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
が
、
先
日
の
報
道
に
よ
る
と
国
が
８

月
11
日
を
国
民
の
祝
日
（
山
の
日
）
と

し
て
平
成
28
年
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
事
に
も
関
心

を
払
い
、
村
内
で
も
多
く
の
名
山
が
あ

り
、
大
自
然
が
広
が
る
川
上
村
の
名
所

を
捜
せ
ば
、
き
っ
と
た
く
さ
ん
見
つ
か

る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
村
内
観
光
案
内
に
も
活
用
で

き
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

「
オ
ラ
が
自
慢
の
こ
の
風
影
」

　
力
を
合
わ
せ
発
掘
し
て
参
り
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
・
Ｏ

清　

流
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◇
「
大
滝
ダ
ム
見
学
新
聞
」
コ
ン
ク
ー

ル
で
の
快
挙
！
　
～
川
上
村
の
子
ど

も
た
ち
の
す
ば
ら
し
い
活
躍
～

　
少
し
記
事
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
去
る

３
月
16
日
（
日
）
大
滝
ダ
ム
学
べ
る
防

災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、「
第
18
回

大
滝
ダ
ム
見
学
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
年
間
通
じ
て

校
外
学
習
等
で
大
滝
ダ
ム
見
学
に
訪
れ

る
小
学
校
中
・
高
学
年
を
対
象
に
、
国

土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
紀
の
川
ダ

ム
統
合
管
理
事
務
所
が
、
体
験
型
展
示

か
ら
ダ
ム
の
役
割
を
学
ぶ
と
共
に
、
水

源
地
の
村
「
川
上
村
」
に
つ
い
て
幅
広

く
学
ん
だ
こ
と
を
「
ダ
ム
見
学
新
聞
」

と
し
て
ま
と
め
、
「
人
間
と
水
と
の
深

い
関
わ
り
」
を
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
回
で
18
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　
各
地
か
ら
応
募
さ
れ
た
５
９
３
点
の

作
品
を
岸
本
憲
一
良
山
口
大
学
教
養
学

部
教
授
を
審
査
委
員
長
に
、
奈
良
県
や

奈
良
県
教
育
委
員
会
の
方
々
、
県
下
の

小
中
学
校
の
先
生
方
か
ら
な
る
審
査
員

９
名
が
事
前
審
査
、
本
審
査
と
厳
正
に

審
査
し
て
、
16
作
品
を
入
賞
作
品
に
選

び
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
工
夫
さ
れ
た

も
の
ば
か
り
で
、
審
査
委
員
は
賞
を
選

ぶ
の
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
今
回
特
に
目
を
引
い
た

の
は
川
上
小
学
校
児
童
の
作
品
で
、
ど

の
作
品
も
群
を
抜
い
て
す
ば
ら
し
く
、

全
会
一
致
で
上
位
の
賞
に
選
ば
れ
、
上

位
入
賞
者
の
割
合
か
ら
併
せ
て
学
校
賞

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〔
奈
良
県
知
事
賞
〕川

上
小
　
川
岸
　
祐
斗

〔
奈
良
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
〕

川
上
小
　
中
平
　
拓
実

〔
紀
の
川
ダ
ム

　
　
　
統
合
管
理
事
務
所
長
賞
〕

川
上
小
　
鈴
木
　
千
尋

◇
す
ば
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
に
感
激
！

　
最
後
に
入
賞
者
を
代
表
し
て
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
川
岸
祐
斗
君
は
、
大
勢

の
前
で
物
怖
じ
も
せ
ず
実
に
堂
々
と
大

人
顔
負
け
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
そ
の

後
に
閉
会
の
言
葉
に
立
っ
た
松
村
副
村

長
は
、
「
子
ど
も
と
は
い
え
、
あ
ま
り

の
す
ば
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
の
後
に
お
話

し
す
る
の
は
緊
張
し
ま
す
」
と
言
わ
れ

た
ほ
ど
で
し
た
。

　
小
学
校
の
地
道
な
教
育
の
営
み
の
成

果
が
感
じ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。

教
育
か
わ
か
み

第
17
回

教
育
長
通
信

６
・
７
月
の
学
校
の
動
き

〈
小
学
校
〉

〈
中
学
校
〉

11
㈬

全
校
ス
ピ
ー
チ

ハ
ロ
ー
英
語

12
㈭

プ
ー
ル
開
始

学
力
テ
ス
ト

13
㈮

立
哨
指
導

全
校
遊
び

16
㈪

ハ
ロ
ー
英
語

23
㈪

ハ
ロ
ー
英
語

ク
ラ
ブ
活
動

24
㈫

期
末
テ
ス
ト
前

部
活
停
止

25
㈬

交
通
安
全
教
室

26
㈭

こ
と
ぶ
き
大
学

27
㈮

全
校
遊
び

30
㈪

委
員
会
活
動

１
㈫

期
末
テ
ス
ト

２
㈬

期
末
テ
ス
ト

３
㈭

期
末
テ
ス
ト

球
技
大
会

４
㈮

村
社
明
運
動
パ
レ
ー
ド

７
㈪

個
人
懇
談

８
㈫

個
人
懇
談

10
㈭

体
重
測
定
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１年生社会見学NGK前にて １年生社会見学
大阪城をバックに

３年生修学旅行
ディズニーランド

今

、
学

校

で

　
４
月
に
３
年
生
の
修
学
旅
行
（
東
京

方
面
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
５
月
に
１

年
生
と
２
年
生
の
社
会
見
学
（
大
阪
方

面
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
2
つ
の

行
事
に
は
、
下
じ
き
に
し
て
い
る
考
え

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
前
も
っ
て
い
ろ
い
ろ
調
べ

て
、
自
分
た
ち
で
行
く
と
こ
ろ
を
決
め

て
行
動
す
る
こ
と
で
す
。
ど
こ
に
行
く

の
か
は
自
分
た
ち
の
自
由
。
も
し
、
つ

ま
ら
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
は
自
分
た
ち

の
責
任
。
そ
う
い
っ
た
考
え
方
が
、
計

画
を
ノ
ー
ト
に
書
く
と
き
の
下
じ
き
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
２
つ
の
行
事
の
行
程
、
生
徒
の

感
想
文
、
様
子
を
伝
え
る
写
真
な
ど
は

学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
通
信
に

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
私
は
修
学
旅
行
の
引
率
を
し
ま
し

た
。
帰
宅
し
た
と
き
、
「
や
れ
や
れ
、

や
っ
ぱ
り
川
上
が
い
い
な
。
」
と
思
い

ま
し
た
。
都
会
は
働
く
と
こ
ろ
、
そ
し

て
、
遊
ぶ
と
こ
ろ
。
一
方
、
田
舎
は
生

活
す
る
と
こ
ろ
、
そ
し
て
、
人
と
つ
な

が
る
と
こ
ろ
。
そ
う
感
じ
ま
し
た
。

少
々
、
我
田
引
水
で
し
ょ
う
か
。

（
川
上
中
　
今
西
）

１年生社会見学NGK前にて

３年生修学旅行国会議事堂にて３年生修学旅行国会議事堂にて ３年生東京スカイツリー前３年生東京スカイツリー前

１年生社会見学

２年生社会見学新世界にて
阿倍野ハルカス展望台から見た

大阪ドーム
阿倍野ハルカス展望台から見た

２年生社会見学新世界にて

３年生修学旅行雷門にて３年生修学旅行雷門にて

３年生修学旅行
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村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行村制施行125125125125125125125125125125125125125125125125125125125125125125125125周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！周年地域振興券を発行！

７月 15 日（火）に地域振興券交換会を実施します

対象区 交 換 会 場 交 換 時 間

東 川 東川公民館 ９：00～10：30

西 河 西河公民館 10：45～12：00

大　滝 大滝生活改善センター 13：00～14：00

白　屋 白屋公民館 14：15～14：45

寺　尾 寺尾公民館 15：00～15：30

北塩谷 北塩谷公民館 15：45～16：15

迫　 迫公民館 ９：00～９：30

宮の平 宮の平公民館 ９：45～10：15

高　原 高原多目的集会所 10：40～12：00

人　知 人知公民館 13：00～13：30

井　戸 井戸公民館 13：45～14：15

武　木 武木公民館 14：30～15：00

井　光 井光公民館 15：15～16：00

対象区 交 換 会 場 交 換 時 間

下多古 下多古公民館 ９：30～10：00

白川渡 白川渡公民館 10：15～11：00

瀬　戸 瀬戸生活改善センター 11：15～11：45

枌　尾 枌尾公民館 13：00～13：30

中　奥 中奥公民館 13：50～14：20

北和田 北和田公民館 14：50～15：50

神之谷 神之谷公民館 ９：30～10：00

上多古 上多古多目的集会所 10：15～11：00

上　谷 上谷公民館 11：20～11：50

柏　木 柏木生活改善センター 13：00～14：00

大　迫 大迫公民館 14：15～14：45

伯母谷 伯母谷公民館 15：00～15：30

入之波 入之波公民館 15：45～16：15

平成26年１月１日を基準日として、川上村住民基本台帳に登録されている方が対象となり

ます。

※ただし、６月30日までに転出・死亡された方は対象外となります。

※村税（料）、村営住宅の家賃及び奨学金など、村に対して未納金がある方は対象外とな

ります。

◇交付申請は不要

各家庭に「地域振興券引換証」が郵送されますので、これを地域振興券に引き換えてくだ

さい。

なお、引き換えは引換証に記載されている交換場所でお願いします。ご都合の悪い方は、

平成27年１月21日（水）までに役場総務税務課窓口で引き換えてください。

※18歳未満の方はその属する世帯主に郵送されます。

◇使用期間

　平成26年７月22日（火）から平成27年１月21日（水）まで

◇使用方法

川上村内の「地域振興券取扱事業者」での物品購入などに限り、対価の支払いに使用でき

ます。

ただし、つり銭の支払いは行われません。

【問い合わせ先】役場総務税務課　℡ ５２－０１１１

◇交付対象者

交付額は、１人あたり２万円です。

◇交付額



11

広　報　　　　　　　　　　　　JUNE2014かわかみ

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
低
所
得
者
と
子
育

て
世
帯
へ
の
負
担
を
緩
和
す
る
こ
と
を

目
的
に
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
お
よ
び

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
給
付
金
の
対
象
者
は
、

下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
給
付
金
の
対
象
者
と
な

る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、
7
月
上
旬

に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
記
入

後
、
必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

　
返
送
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
今
年
度

の
住
民
税
の
課
税
状
況
を
確
認
し
た

後
、
対
象
と
な
る
人
に
は
決
定
通
知
書

を
、
対
象
と
な
ら
な
い
人
に
は
非
該
当

の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
電
話
等
で
個
人
（
世
帯
）
を

特
定
し
て
給
付
金
の
対
象
に
な
る
か
ど

う
か
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
役

場
か
ら
の
連
絡
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金

●
支
給
対
象
者

　
平
成
26
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、
川

上
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
26
年
度

の
住
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
人

※
一
部
支
給
の
対
象
外
に
な
る
方
が
お

ら
れ
ま
す
。
詳
細
は
折
り
込
み
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
支
給
額

　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
１
０
、０
０
０
円

　「
村
制
施
行
１
２
５
周
年
地
域
振
興

券
」の
取
扱
い
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、

地
域
振
興
券
取
扱
事
業
者
へ
の
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
事
業
者
に
お
か
れ
て
は
次
に
記
載
す

る
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
よ
り
多
く
の
申
請
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

□
登
録
資
格

　「
地
域
振
興
券
取
扱
事
業
者
」
の
登

録
申
請
は
、
川
上
村
内
の
事
業
者
に
限

り
ま
す
。

□
登
録
業
種

　
日
常
的
な
小
売
業
・
飲
食
業
ま
た
は

洗
濯
業
・
理
容
業
の
ほ
か
各
種
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
幅
広
い
業
種
が
対
象
で
す
。

□
取
扱
事
業
者
の
登
録
申
し
込
み

　
登
録
を
希
望
す
る
事
業
者
は
「
川
上

村
地
域
振
興
券
取
扱
事
業
者
登
録
申
請

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
役
場
総

務
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
込
場
所
と
受
付
期
間

　
申
込
書
は
、
役
場
総
務
税
務
課
と
川

上
村
商
工
会
の
窓
口
で
お
求
め
く
だ
さ

い
。

※
一
部
金
額
が
加
算
さ
れ
る
方
が
お
ら

れ
ま
す
。
詳
細
は
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
　

●
支
給
対
象
者

　
平
成
26
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、
川

上
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
26
年
１

月
分
の
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
受
給

者
で
、
平
成
25
年
中
の
所
得
が
児
童
手

当
の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
人

※
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
お
よ
び

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
は
、
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

●
支
給
額

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
１
０
、０
０
０
円

※
注
意
※
　

・
受
け
取
れ
る
の
は
ど
ち
ら
か
１
つ
の

給
付
金
の
み
で
す
。

・
平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ

れ
た
人
（
世
帯
）
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
１
月
１
日
時
点
に
住
民
票
の

あ
っ
た
市
町
村
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

・
申
請
書
類
の
受
付
は
、
９
月
30
日

（
火
）
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
給
付
金
に
関
す
る
厚
生
労
働
省
相
談

窓
口
（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

℡

０
５
７
０
・
０
３
７
・
１
９
２

　

運
営
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

・
役
場

住
民
福
祉
課

　

 
 

 

℡

５
２
・
０
１
１
１

《
申
込
場
所
》

　
川
上
村
役
場
総
務
税
務
課
窓
口

《
受
付
期
間
》

　
平
成
26
年
６
月
23
日
（
月
）
ま
で

※
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
。

※
６
月
24
日
以
降
も
随
時
受
付
し
ま
す

が
、
取
扱
事
業
者
と
し
て
の
十
分
な

周
知
は
で
き
か
ね
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

□
取
扱
事
業
者
説
明
会

　
取
扱
事
業
者
の
登
録
申
請
を
し
た
事

業
者
に
は
、平
成
26
年
７
月
８
日
（
火
）

午
後
３
時
か
ら
役
場
第
一
会
議
室
で
説

明
会
を
実
施
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
総
務
税
務
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

と
　
き
　
７
月
13
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
川
上
村
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル

※
詳
し
く
は
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
税
務
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

地
域
振
興
券
取
扱
事
業
者
を
募
集

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
又
は

　
　
　
　
臨
時
福
祉
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

村
制
施
行
１
２
５
周
年

記
念
行
事
を
行
い
ま
す
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総
合
検
診
の
お
知
ら
せ

　
「
が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
・
糖
尿
病
…
」
こ
れ
ら
は
別
々
に
発

症
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
血
圧
、
高
血
糖
、
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
日
々
の
生
活
習
慣
の
結
果
が
自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
進

行
し
、
気
が
つ
く
頃
に
は
重
大
な
病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
健
康
管
理
に
役
立
て
る
こ
と
は
、
健

康
保
険
税
を
納
め
る
全
て
の
人
の
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

申
込
み
の
流
れ

①
通
知
に
つ
い
て

　
世
帯
毎
に
申
込
書
を
発
送
し
ま
す
。（
６
月
下
旬
頃
）

　
　
↓

②
申
込
み
方
法

　
７
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
区
長
ま
た
は
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
申

込
用
紙
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

＊
混
乱
や
間
違
い
を
避
け
る
た
め
、
電
話
で
の
お
申
込
み
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

　
　
↓

③
申
込
受
付

　
９
月
上
旬
頃
に
「
受
診
の
お
知
ら
せ
」
と
「
問
診
票
」
を
郵
送
し

ま
す
。
問
診
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
検
診
当
日
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

検

診

日

検
診
場
所

９
月
18
日
（
木
）

東
川
公
民
館

９
月
19
日
（
金
）

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
北
和
田
）

９
月
21
日
（
日
）

川
上
総
合
セ
ン
タ
ー
（
宮
の
平
）

対

象

者

加
入
の

医
療
保
険

実
施
方
法
に
つ
い
て

負
担
金

特　定　健　診

40
～
74
歳
の
男
女

国民健康保険

総
合
検
診
と
同
時
実
施

※
空
腹
で
受
診
く
だ
さ
い
。

※
５
月
に
送
付
し
ま
し
た
、
医
療
機
関
で
特

定
健
診
を
受
診
で
き
る
「
受
診
券
」
に
よ

り
、
受
診
さ
れ
た
方
は
今
回
の
特
定
健
診

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

無　料

それ以外

の保険

ご
加
入
の
各
医
療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

75
歳
以
上
の
男
女

後期高齢者医療

生
活
習
慣
病
よ
り
も
、
介
護
予
防
に
重
点
を

置
い
た
健
診
・
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

健
診
は
総
合
検
診
と
同
時
実
施
。

※
空
腹
で
受
診
く
だ
さ
い
。

※
５
月
に
送
付
し
た
、
医
療
機
関
で
特
定
健

診
が
受
診
で
き
る
「
受
診
券
」
に
よ
り
、

個
別
に
受
診
さ
れ
た
方
は
今
回
の
特
定
健

診
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

無　料

各種がん検診など

20
歳
以
上
の
女
性

◆
子
宮
頚
部
が
ん
検
診

30
歳
以
上
の
女
性

◆
乳
が
ん
検
診

40
歳
以
上
の
男
女

◆
大
腸
が
ん
検
診

◆
肺
が
ん
検
診

◆
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

65
歳
以
上
の
男
女

◆
結
核
検
診

20
～
39
歳
の
男
女

◆
ミ
ニ
基
本
健
診

区　別　な　し

（加入の保険に関わらず　　　　

　　　　　　受診できます）

総
合
検
診
の
中
で
実
施
し
ま
す
。

※
大
腸
が
ん
検
診
は
代
理
人
に
よ
る
提
出
も

可
能
で
す
。

※
今
ま
で
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
診
さ

れ
た
方
や
治
療
経
験
の
あ
る
方
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。

※
ミ
ニ
基
本
健
診
は
空
腹
で
受
診
く
だ
さ

い
。

無　料

※
生
活
保
護
受
給
者
も
特
定
健
診
の
対
象
と
な
り
、
負
担
金
は
無
料
で
す
。
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と
　
き
　
平
成
26
年
6
月
24
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午
後
２
時

　
　
　
　
※
受
付
時
間
　
午
前
9
時
50
分
～
10
時

と
こ
ろ
　
川
上
総
合
セ
ン
タ
ー

1
階
栄
養
指
導
室
・
調
理
実
習
室

　
今
年
度
１
回
目
の
「
男
性
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
日
頃
か
ら
調
理
さ

れ
て
い
る
方
も
、さ
れ
て
い
な
い
方
も
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

対
　
象
　
村
内
在
住
の
男
性
　
※
夫
婦
で
の
参
加
も
大
歓
迎
！

内
　
容
　
血
圧
測
定
・
体
重
測
定
・
調
理
実
習

持
ち
物
　
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

費
　
用
　
無
料

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

  　
年
を
と
っ
て
歯
を
失
う
の
は
仕
方
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
し
か
し
、
定

期
的
な
検
診
と
お
手
入
れ
次
第
で
は
、歯
の
健
康
を
一
生
保
つ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
お
口
の
中
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
全
身
の
健
康
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
40
代
以
降
で
歯
を
失
う
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
歯
周
病
に
よ
る
も
の
で
す
。
し
か

し
歯
周
病
の
初
期
に
は
痛
み
や
臭
い
が
な
い
た
め
に
、
知
ら
な
い
う
ち
に
ど
ん
ど

ん
進
行
し
て
し
ま
い
ま
す
。
充
実
し
た
生
活
に
「
お
口
の
健
康
」
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
こ
の
機
会
に
歯
周
疾
患
検
診
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

対

象

者
　
満
30
歳
以
上
の
村
民
（
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
30
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
人
を
含
む
）

費
　
　
用
　
無
料

申
込
期
間
　
平
成
26
年
６
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
役
場
住
民
福
祉
課
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
受
付
後
、
歯
周
疾
患
健
診
表
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
問
診
票
に
必
要

事
項
を
記
入
し
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
受
診
日
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

と
　
き
　
平
成
26
年
７
月
～
９
月
の
間
（
予
定
）

と
こ
ろ
　
川
上
村
立
歯
科
診
療
所
（
大
滝
）

歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

男
性
料
理
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

主
催

：

川
上
村
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
・
川
上
村

◆
前
日
の
夕
食
は
、
午
後
９
時
頃
ま
で
に
済
ま
せ
て
、
受
診
ま
で
は
何
も
食
べ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
当
日
は
絶
食
し
、
水
・
お
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
・
牛
乳
・
タ
バ
コ
等
は
飲
ん
だ

り
、
吸
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
服
薬
中
の
方
は
、
検
診
を
受
け
る
際
の
服
薬
方
法
や
飲
食
制
限
時
の
注
意
事

項
等
を
主
治
医
に
確
認
の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
次
の
方
は
検
診
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
妊
娠
中
の
方
、
妊
娠
の
疑
い
の
あ
る
方

・
以
前
に
胃
の
手
術
を
さ
れ
た
方

・
現
在
、
胃
の
治
療
中
の
方

※
人
数
に
よ
り
多
少
時
間
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

《
注
意
事
項
》

と
　
き

受
付
時
間

と
こ
ろ

６
月
30
日
（
月
）

午
前
８
時
30
分
～
９
時
30
分

武
木
消
防
団
詰
所
前

７
月
１
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
～
９
時
30
分

北
和
田
公
民
館
前

７
月
２
日
（
水
）

午
前
８
時
00
分
～
９
時
00
分

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

川
上
村
役
場
前

東
川
公
民
館

対
象

：

40
才
以
上
の
方

費
用

：

無
料

事
前
申
し
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
検
診
場
所
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
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＜問い合わせ先＞

　　役場 住民福祉課 保健師

　 　 　 　 ℡ ５２－０１１１

＊開催場所や申込み等の詳細については、お問い合わせください。

●足腰を丈夫にし、健康寿命（自分で自分のことができる期間）を延ばすために、

「らくらく元気塾」を実施しています。

【内　容】ご本人に応じた柔軟体操・筋力トレーニングを提案

お口の健康を保つための正しい方法について

～今の健康状態を保つ方法・今よりも元気になる方法をお伝えします～

【持ち物】運動しやすい服・タオル・水筒・筆記用具

平成26年１月～３月に実施の場所を募集しています。（１か所）

お近くの集会所等で健康づくりに取り組みませんか？？

＊実施地区以外にお住まいの方、どなたでも参加できます。

＊全ての回に参加できなくても都合の良い日に参加してください。

日　　　程 時　　　　間 場　　所

平成26年

1月22日～3月26日

　毎週木曜日（全10回）

午後1：30～3：30

（受付1：00～1：30）
募 集 中

日　　　程 時　　　　間 場　　所

6月12日～8月28日

毎週木曜日（全11回）

（8月14日はお休み）

午前10：00～12：00

（受付9：30～10：00）
白 川 渡 公 民 館

午後1：30～3：30

（受付1：00～1：30）
総合センター２階研修室
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「
紫
外
線
に
ご
注
意
を
！
」

　
そ
ろ
そ
ろ
衣
替
え
も
終
わ
り
、
半
袖

で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
く
る
頃

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
な
る
と
気
に
な
る

の
が
紫
外
線
で
す
。

　
紫
外
線
は
私
た
ち
の
目
に
は
見
え
ま

せ
ん
が
、
太
陽
光
の
一
部
で
す
。
地
上

に
届
く
量
は
季
節
や
時
刻
、
天
候
な
ど

に
よ
り
変
化
し
ま
す
。
一
日
の
う
ち
で

は
正
午
ご
ろ
、
日
本
の
季
節
で
は
5
月

か
ら
8
月
頃
ま
で
が
一
番
紫
外
線
量
が

多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
曇

り
の
日
で
も
晴
れ
た
日
の
80
％
の
紫
外

線
量
が
あ
り
ま
す
。

　
紫
外
線
に
当
た
る
こ
と
は
、
体
内
で

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
作
る
の
を
助
け
る
な
ど

役
に
立
つ
面
も
あ
り
ま
す
。
（
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
は
腸
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
に

必
要
で
す
。）

　
と
は
い
っ
て
も
、
日
焼
け
を
す
る
ほ

ど
紫
外
線
に
当
た
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
当
た
り
す
ぎ
る
と
、
皮
膚
が
ん
や

シ
ミ
・
シ
ワ
の
原
因
に
な
っ
た
り
、
角

膜
炎
や
白
内
障
な
ど
の
目
の
病
気
も
引

き
起
こ
し
ま
す
。

　
紫
外
線
対
策
に
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

①
日
傘
を
使
う
・
帽
子
を
か
ぶ
る

　
日
差
し
が
強
い
と
き
の
外
出
に
は
、

日
傘
の
利
用
が
効
果
的
で
す
。
ま
た
、

麦
わ
ら
帽
子
な
ど
幅
の
広
い
つ
ば
の
あ

る
帽
子
は
、
直
射
日
光
を
避
け
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
白
内
障
や
熱
中
症
予

防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

②
衣
服
で
覆
う

　
濃
い
色
で
目
が
詰
ま
っ
て
い
る
衣
服

は
皮
膚
に
届
く
紫
外
線
の
量
を
減
ら
し

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
う
い
っ
た
衣
服
は

暑
い
時
期
に
は
熱
中
症
に
な
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら

ず
に
、
「
心
地
よ
く
着
て
い
ら
れ
る
こ

と
」
も
考
え
て
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

③
日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
を
上
手
に
使
う

　
一
度
に
た
く
さ
ん
塗
っ
て
も
あ
ま
り

効
果
は
な
く
、
2
～
3
時
間
お
き
に
塗

り
な
お
す
ほ
う
が
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
天
気
予
報
と
一
緒
に

「
紫
外
線
予
報
」
も
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
①
～
③
の
こ
と
に
気
を
つ
け
、
紫

外
線
対
策
を
し
て
お
出
か
け
し
ま
し
ょ

う
！

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

対
象
者

提
出
物

現
在
、

　
手
当
を
受
給
中
の
方
全
員

◆
現
況
届

※
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、ご
返
送
く
だ
さ
い
。

厚
生
・
共
済
年
金
に

　
　
　
　
加
入
し
て
い
る
方

◆
請
求
者
名
義
の
保
険
証
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
年
金

加
入
証
明
書

平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で

　
「
川
上
村
」
に

　
　
　
　
住
所
が
な
か
っ
た
方

◆
平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
登
録
し
て
い

た
市
町
村
か
ら
課
税
（
所
得
）
証
明
書
を
取
り

寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

児
童
が

　「
村
外
」
に

　
　
　
住
民
登
録
し
て
い
る
方

◆
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

◆
申
立
書

　
児
童
手
当
を
現
在
受
給
し
て
い
る
方
は
、
平
成
26
年
６
月
１
日
現
在
の
状
況

を
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
す
で
に
送
付
し
て
い
る
「
現
況
届
」
を
必
ず
平
成
26
年
６
月
30
日
ま
で
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
給
で
き

ま
せ
ん
。

【
提
出
す
る
も
の
】

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

「
児
童
手
当
」
を
受
給
さ
れ
る
方
は

　
　
　
６
月
30
日（
月
）ま
で
に

　
　
　
　
　
　
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
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　川上村では、平成27年度から29年度までを計画期間とした「第６期介護保険事業計画及び高齢者福祉

計画」を策定します。それにあたり、基礎調査とするためのアンケート調査を行います。

　この調査は、地域の高齢者の生活状態から見た課題や介護・福祉サービスのニーズを把握し、計画に

反映させるために実施するものです。

対　　象　平成26年５月１日現在、川上村に住民票のある65歳以上の方

調査期間　６月中旬～７月中旬

問合せ先　川上村住民福祉課 介護保険係　℡ ５２－０１１１

と　き

平成26年６月13日（金）～７月11日（金）

平成27年度から使用される小学校の

教科書などを下記の教科書センター（分館）

等で展示します。

記

ところ

吉野町立吉野小学校（吉野町上市）

川上村立川上中学校（川上村人知）

下北山村立下北山小学校（下北山村寺垣内）

野迫川村山村振興センター（野迫川村北股）

午前９時～学校及び施設の終了時刻

（休みの日は閲覧できません）

○なお、県立教育研究所（磯城郡田原本町秦庄）

等においても展示しています。

○教科書に関心ある方なら展示期間中、どこの展

示場所でもご覧いただけます。

教科書展示会の開催について

「日常生活圏域ニーズ調査」を実施します

と　き　７月30日（水）

受　付　午後１時から

開　会　午後１時30分から

ところ　やまぶきホール（宮の平）

「第42回差別をなくす村民集会」を開催します。

多数のご参加をお待ちしています。

　併せて、村民集会終了後に「南和地域公立病院

新体制」の住民説明会を行います。 

【問い合わせ先】役場住民福祉課　℡ 52－0111

　広報４月号と一緒に配布した「わかりやすい村

の補助制度」の、平成26年度村の主な行事・イベ

ントで下記の変更がありました。

変更前　７月未定「差別をなくす村民集会」

　　　　　　　　　　↓
変更後　７月30日（水）「差別をなくす村民集会」

変更前　８月30日（土）剣道交流大会
　　　　　　　　　　↓
変更後　８月24日（日）剣道交流大会

村の行事について

　この調査は、平成26年７月１日現在で全国のす

べての事業所や企業が調査の対象となります。

　それら対象事業所に調査員が訪問し、調査票を

配布する方法を中心に実施されます。

　この調査名にある「センサス」とは国勢調査と

ならび、国際的な比較の指標となる政策形成に必

要な非常に重要な統計調査であることを表してい

ます。

　ご協力いただけますようお願いします。

「経済センサス」 にご協力ください

　下記の日程で、行政相談会を開催します。

と　き　Ｈ.26　６月16日・７月22日

８月18日・９月16日

10月20日～24日

11月17日・12月15日

Ｈ.27　１月19日・２月16日

３月16日

ところ　川上村役場相談室

行 政 相 談 会

差別をなくす村民集会
同日開催！南和地域公立病院新体制住民説明会
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―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

　
は
じ
め
ま
し
て
！
　

枚ひ
ら

方か
た

市
（
大
阪
府
）
か
ら
や
っ
て
き

ま
し
た
竹た

け

中な
か

雅ま
さ

幸ゆ
き

（
24
歳
）
で
す
。
こ

の
度
、
６
月
か
ら
武
木
に
移
住
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
川
上
村
で
は
、
山
の
暮
ら
し
に
つ
い

て
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
野
草
の
食
べ
方
や
木
と
の
関
わ
り

方
、
お
祭
り
な
ど
、
何
で
も
挑
戦
し
勉

強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
大
学
時
代
に
山
岳
部
に
所
属

し
、
卒
業
後
は
登
山
ツ
ア
ー
専
門
の
旅

行
会
社
で
勤
務
し
、
添
乗
員
と
し
て
海

外
の
山
へ
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
の
め

り
込
み
や
す
い
性
格
で
、
日
本
海
か
ら

太
平
洋
ま
で
山
を
つ
な
い
で
46
日
間
歩

　
今
年
度
か
ら
か
わ
か
も
ん

4

4

4

4

4

に
２
名
の

仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た
！
先
月
に
引
き

続
き
、
も
う
１
人
の
紹
介
を
し
ま
す
。

か
わ
か
も
ん
が
ゆ
く
。

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
の
６
千
メ
ー

ト
ル
の
山
に
登
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
間
、
登
山
の
ル
ー
ト
や
海

外
の
事
情
に
詳
し
く
な
っ
て
い
く
一
方

で
、
山
に
住
ん
で
生
活
し
て
い
く
こ
と

に
自
分
の
興
味
が
移
っ
て
き
て
い
る
こ

と
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

ま
っ
た
く
気
に
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た

野
草
の
名
前
や
そ
の
利
用
の
仕
方
に

も
、
興
味
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
、
こ
の
川
上
村
に
移
り
住
む
チ
ャ

ン
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
何
も
知
ら
な
い
ひ
よ
っ
こ

4

4

4

4

の
私
で
す

が
、
何
か
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
ぜ
ひ
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
村

で
の
生
活
す
べ
て
が
勉
強
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

（
竹
中
雅
幸
）

前職の様子。
こんな格好ですが仕事中です。

吉野川・紀の川流域協議会

『夏休み親子わくわく森林浴体験　　　　　　　　　　

　　　～親子で「森林セラピー」を体験し、

夏の思い出を作りませんか！ ～』の参加者募集

○と　　　き：８月23日（土）９時00分現地集合（13時30分解散予定）

○と　こ　ろ：吉野町運動公園（奈良県吉野郡吉野町山口910）　駐車場あり

○内　　　容：親子でハンモック体験や川辺での水遊びをし、セラピー弁当を食べ、森の中でティータ

イムをします！

※雨天の場合も催行しますので、傘などの雨具をご持参ください。

○参　加　料：無料

○対象・定員：小・中学生の子どもとその保護者20組　先着順

○申 込 方 法：電話・FAX・メールで（氏名、住所、電話番号、年齢（学年）を記入）

○募 集 期 間：７月１日（火）～ ７月22日（火）まで

【申し込み・問い合わせ先】水源地の村づくり課　℡ ５２－０１１１

　
７
月
中
旬
か
ら
、
家
庭
で
収
穫
し

た
野
菜
の
「
集
荷
・
販
売
」
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
７
月
の
広
報

紙
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
務
所

　

℡

５
８
・
９
０
０
７

か
わ
か
も
ん
か
ら
の

お
知
ら
せ
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド

森と水の源流館

■源流学の森づくり（ボランティア）
　20年程前に伐採された天然林を立派な源流の森
に戻すべく試行錯誤。木を伐ったり、作業道を直
したり、道具を手入れしたり、山の暮らしの知恵
を教えたい人も習いたい人も一緒に。
と　き　平成26年７月12日（土）９：00～17：00
対　象　小学５年生～　　参加費　無料　
場　所　森と水の源流館

■水源地の森ツアー
　和歌山市で海へとつながる全長136㎞の吉野川
紀の川。川上村に連なる山々がその源です。今、
この瞬間も私たちにかけがえのない水を届けてく
れる源流の森はどんなところでしょうか？
　森の入り口にそっとおじゃまし、その魅力にふ
れるガイドツアーの第２弾!!
と　き　平成26年７月13日（日）９：30～16：30
定　員　20名　小学生～
参加費　大人4,000（3,200）円　小中高生2,600（1,900）円
　　　　（　）内の金額は源流人会員割引価格

■いつでも体験 
日時：７月１日（火）～８月31日（日）
　　　10：00～16：00 ※別途、入館料が必要です。 

□丸太切り 
　吉野杉の丸太を“ピタリ”100gの重さに切り
当てる 。参加費：１回100円
□いきものパズルづくり
　川上村の生き物の写真とスチロールボードを
使って簡単なパズルを作る。 参加費：１個100円
□学習シート　
　小学生限定、館内を見学しながら写真を撮った
りスケッチしたり、気付いたことを書き込んで観
察ノートを作る。参加費：無料
《森と水の源流館　℡ ０７４６―５２―０８８８》

山の学校　達っちゃんクラブ

★川で遊ぼう！川でアマゴ掴み体験
　　　　　　　　　　　＆アマゴ塩焼き
　川上村の清流で、子供たちが大好きな川遊びを
一緒に楽しもう♪
　川にアマゴを放流しアマゴ掴み体験。掴んだア
マゴは、塩焼きにしていただきます。
と　き　平成26年７月26日（土）10：00～15：00
定　員　30名　幼児から参加できます。
　　　　小学生以下は保護者同伴
参加費　大人1,500円／小人1,000円／幼児500円
※同伴される保護者の方で体験をしなくても参加

費はかかります。
《一般財団法人グリーンパークかわかみ事務局

℡ ０７４６―５２―０３３３》

匠　　の　　聚

●木工クラフト［木のキッチンウェア]

講師：木工・栗生雅史

　岐阜県高山で木工を学び、家具やクラフト製品

の制作に携わる木工作家・栗生氏指導のもと日々

の食卓で活躍するキッチン道具をつくります。お

料理にもこだわりの道具を！

①スプーン・フォーク・お箸づくり

と　き／平成26年６月15日（日）10：00～

料　金／3,500円（税込）

定　員／先着５名

　　　　※定員に達した時点で締め切ります。

②バターナイフとカッティングボードづくり

と　き／平成26年６月22日（日）10：00～

料　金／3,500円（税込）

定　員／先着５名

　　　　※定員に達した時点で締め切ります。

③鍋敷き・しゃもじ・お料理さじづくり

と　き／平成26年６月29日（日）10：00～

料　金／3,500円（税込）　

定　員／先着５名

　　　　※定員に達した時点で締め切ります。

●小さなアーティスト集まれ！
　イラストレーターとして匠の聚で活動する「小

川こころ」先生のアトリエを解放して、お絵かき

をしたり、工作したり「つくる」おもしろさを楽

しく学びます。

と　き　　６月21日（土）・28日（土）

　　　　　13：00～16：00

講　師　　イラストレーター　小川こころ

対　象　　小学１年生～６年生

申込締切　希望日の１週間前まで

《匠　の　聚　℡ ０７４６―５３―２３８１》

ふるさと市開催日

【６月】※６月は舗装工事のため、開催日未定。

【７月】５・６・12・13・19・20・21・26・27日

《役場地域振興課　℡ ０７４６―５２―０１１１》
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◎新しく入った本 図書名／著者名／出版社名

　６月といえば梅雨。天気が崩れがちだと、外出も億劫になり

ますね。

　料理、工作、美術、音楽、手芸…こんな時は屋内での楽しみ

に没頭しましょう！

　もちろん図書館で読書や映画鑑賞もおすすめです。

ゆるかる読書会

大人対象の読書会です。毎回テーマに

そってなごやかに話をしています。

お気軽にご参加ください。

６月19日（木）場所：図書館 時間：19時～

【お問い合わせ】

川上村立図書館・川上村教育委員会

℡ 0746-52-0144

☆読みたい本が貸出中のときは、予約を

することができます。 

☆図書館にない本も、リクエストしてい

ただけます。購入したり他の図書館か

ら借りるなどして出来る限りご要望に

お応えいたします。

☆詳しくはカウンターまでお申し出くだ

さい。

≪おしらせ≫

≪予約・リクエスト≫

「インドアのススメ」

【一般書】

「王朝小遊記」　　　　　　　諸田玲子　著／文芸春秋

「ペナンブラ氏の24時間書店」

　　　ロビン・スローン　著／島村浩子　訳／東京創元社

「ヤマメの魔法」　　　　　　湯川　豊　著／筑摩書房

【児童書】

「へんし～んねずみくん」

　　　　　なかえよしを　作／上野紀子　絵／ポプラ社

「ぼく、みつけたよ」　　　　あべ弘士　作／ビリケン出版

「くま！くま！くまだらけ」

　　ルース・クラウス　作／モーリス・センダック　絵

　　　　　　　　　　　　　石津ちひろ　訳／徳間書店    

「Yoga はじめてレッスン」

「へなちょこ手づくり生活」
たかぎなおこ　著　 白泉社

ＭＡＲＩＳＡ　著　 新星出版社

　「多少下手くそでセンスがなくてもそれ

はそれで手作りの味」と著者が様々なモノ

作りにチャレンジしています。何を作るにも

楽しそうで、読むだけでもほっこりします。

　家にこもってばかりじゃ運動不足になっ

てしまう…。そんな方はヨガはいかがで

しょう。

　写真やＤＶＤ付きでわかりやすく解説。

楽しく体を動かしましょう。

図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●

7

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

６

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

「新品みたいに長持ち！
　　　　お手入れの教科書」

阿部絢子　著　ＰＨＰ研究所

　日頃愛用している品々、きちんとお手

入れしてますか？

　たまに手をかけて身

の回りの物と長く付き

合いましょう。

　ジメジメした季節

も、持ち物がピカピカ

なら憂うつな気分が吹

きとびますよ！
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残しておきたい川上村の山言葉　其の五十四

「オオギリノコ（大伐鋸）」大径木の伐採に使うノコギリ。

森と水の源流館だより

TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）

June, 2014　vol.138

ム
ノ
キ
は
、
荒
れ
地
に
真
っ
先
に
定
着

す
る
パ
イ
オ
ニ
ア
の
樹
木
で
す
。
土
砂

崩
れ
跡
地
な
ど
の
荒
れ
地
で
は
、
土
壌

の
養
分
（
特
に
窒
素
分
）
が
不
足
し
ま

す
。
窒
素
が
少
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
多

く
の
植
物
は
暮
ら
し
て
い
け
ま
せ
ん
。

　
ネ
ム
ノ
キ
の
根
を
掘
る
と
、
根
の
先

に
根
粒
菌
と
い
う
土
壌
生
物
が
共
生
し

て
い
ま
す
。
根
粒
菌
は
空
気
中
の
窒
素

分
（
大
気
の
約
78
％
が
窒
素
）
を
ア
ン

モ
ニ
ア
に
変
え
て
ネ
ム
ノ
キ
に
提
供
し

ま
す
。
そ
の
見
返
り
に
、
ネ
ム
ノ
キ
が

光
合
成
で
作
っ
た
栄
養
を
も
ら
う
の
で

す
。
ネ
ム
ノ
キ
の
葉
っ
ぱ
に
は
窒
素
分

が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
が
落
ち
葉
に
な

り
土
に
返
る
と
、
土
壌
が
窒
素
を
含
ん

だ
肥
沃
な
土
壌
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

植
物
が
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
の
で

す
。

　
川
上
村
の
植
物
で
は
、
こ
ん
な
働
き

を
す
る
在
来
の
樹
木
と
し
て
、
他
に
ク

ズ
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
ネ
ム
ノ
キ
な
ど
の
は
た
ら
き
の
お
か

げ
で
、
他
の
い
ろ
い
ろ
な
植
物
が
入
っ

て
き
た
森
で
は
、
ネ
ム
ノ
キ
は
生
存
競

争
に
敗
れ
て
、
消
え
て
い
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
葉
っ
ぱ
が
最
後
に
出
て
く
る
の

は
、
他
の
植
物
に
遠
慮
し
て
い
る
よ
う

で
、
な
ん
だ
か
切
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
ま
た
隙
間
を
見
つ
け
て
生
え

て
く
る
ネ
ム
ノ
キ
は
間
違
い
な
く
た
く

ま
し
い
パ
イ
オ
ニ
ア
な
の
で
す
。

　
５
月
は
、
大
阪
工
業
大
学
工
学
部
空

間
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
新
入
生
の
み
な
さ

ん
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
わ
か
や
ま
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
み
な
さ
ん
に
水
源
地
の
森
の

5
月
の
自
然
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
新
緑
か
ら
深
緑
へ
進
ん
だ
５
月
の
水

源
地
の
森
で
し
た
が
、
こ
の
原
稿
を
書

い
て
い
る
５
月
25
日
に
、
ま
だ
新
緑
が

出
た
ば
っ
か
り
の
木
が
あ
り
ま
し
た
。

ネ
ム
ノ
キ
で
す
。
最
後
に
葉
を
出
す
ネ

　
５
月
の
三
之
公
「
吉
野
川
源
流

－

水
源
地
の
森
」
は
若
葉
萌
え
る
新
緑
か
ら
青

葉
、
そ
し
て
深
緑
へ
。
一
気
に
緑
が
出
た
と
思
っ
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
緑
が

濃
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
た
一
か
月
で
し
た
。

５月の水源地の森

ネムノキの新緑

林床でたくさん咲いていた
タニギキョウ

５
月
の
水
源
地
の
森

※川上村の方言の意味、使い方などについてのご意見をお待ちしています。
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みんなで考えよう！川上村の環境
その48　＜水質保全について～水の汚れの原因は～＞

水質検査の様子

■水質を守るために

以上のように、生活を営む中で、生活排水は必ず発生します。

しかし、生活排水の汚れを少しでも減らす工夫は、各ご家庭で簡単にできます。

水源地の村として、実際に村外に出ている水質は、どの程度なの？

各家庭での生活排水対策は、どのぐらい効果があるの？

　これらのことを調査するため、平成26年度より、

村内各河川（本川３地点、支川16地点、計19地点）

の水質検査を開始しました。

　これからは、水質検査の結果を交えて、水質保全に

ついてご紹介してまいります。

　引き続き、ご家庭での生活排水対策へのご協力を、

お願いいたします。

【問い合わせ先】役場生活環境課

　　　　　　　　　℡ ５２－０１１１

■水が汚れる原因は？

　水の汚れの大きな原因は、「生活排水」です。

吉野川・紀の川の水の汚れのうち、生活排水が　

約80％を占めています。

　生活排水は、たとえば次のように発生します。

・台所で食器洗い ・お風呂の水 ・洗濯機の水 ・トイレの水

活動推進の基本目標

１．自慢の種（自然資源）を守り育みます。

２．自慢の種と調和する快適・安全な環境を育みます。

３．持続可能な仕組みを育みます。

４．地球環境に対する人類の働きかけの素晴らしい見本となることをめざします。
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　国民年金保険料の納め忘れはありませんか。

　国民年金保険料を納め忘れの状態で、万一、障害や死亡と

いった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基礎年金

が受けられなくなる場合があります。

　平成26年の国民年金保険料は、月額15,250円です。

　まだ納付がお済でない方は、納付書をご用意のうえ、至急お

近くの金融機関、郵便局、コンビニの窓口で納付してくださ

い。

　また、納付の手間がかからない、口座振替やクレジットカー

ドによる納付やインターネット等を利用して納付もできます。

　国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の

納付が免除・猶予となる「保険料免除制度」や「若年者（30歳

未満）納付猶予制度」があります。

　平成26年度の免除等の受付は平成26年７月１日から開始さ

れ、平成26年７月分から平成27年６月分までの期限が対象とな

ります。

　国民年金保険料についてご不明な点がありましたら、大和高

田年金事務所にお尋ねください。

【問い合わせ先】

大和高田年金事務所　℡ ０７４５－２２－３５３１

国民年金保険料は国民年金保険料は国民年金保険料は国民年金保険料は国民年金保険料は国民年金保険料は
納期期限までに納めましょう納期期限までに納めましょう納期期限までに納めましょう

受 験 資 格　　①　高卒見込みの者及び高卒後３年を経過していない者（平成23年４月１日以降に卒
業した者）

②　人事院が①に掲げる者に準ずると認める者
試 験 の 程 度　　高等学校卒業程度
申込受付期間　　①　平成26年６月23日（月）～７月２日（水）［インターネット申込受付期間］

（注）１　原則として、インターネット申込みを御利用ください。

２　インターネット申込専用アドレス［http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html］
②　平成26年６月23日（月）～６月26日（木）［郵送・持参申込受付期間］

（注） できるだけ郵送（簡易書留）にしてください。［６月26日（木）までの通信日付印有効］
郵送・持参に　　人事院近畿事務局
　よる提出先　　　〒553-8513 大阪市福島区福島1-1-60　℡ 06－4796－2191
試験日及び
　　試験内容

（注）第２次試験の際、人物試験の参考とするため、性格検査を行います。

合格者発表日　　第１次試験合格者発表日　平成26年10月９日（木）
最 終 合 格 者 発 表 日　平成26年11月18日（火）

試 験 地　　第１次試験　京都市、大阪市、神戸市、奈良市、和歌山市、田辺市
第２次試験　第１次試験合格通知書で通知

採 用 予 定 数　　１　採用予定数については、別途、人事院ホームページに掲載します。
２　採用予定数は変動することがあります。
　　最新情報は人事院ホームページで確認してください。

問 合 せ 先　　大阪国税局人事第二課（試験係）（℡ 06－6941－5331）又は吉野税務署総務課
そ の 他　　採用に関する情報は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）「採用案内」に

も掲載します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪国税局・吉野税務署

税務職員募集のお知らせ　平成 26 年度 税務職員採用試験

試　験 試　験　日 試　験　種　目 解答時間

第１次試験 ９月７日（日） 基礎能力試験（多枝選択式） １時間30分

適性試験（多枝選択式） 15分

作文試験 50分

第２次試験 10月16日（木）～10月24日（金）
※第１次試験合格通知書で指定
　する日時

人物試験

身体検査

　現在、商品券が当たる口座振替キャン

ペーンを実施中です。

　詳しくは、役場総務税務課までお問い

合わせください。

【問い合わせ先】

　役場総務税務課　℡ ５２－０１１１

村県民税（１期）の納期限は村県民税（１期）の納期限は村県民税（１期）の納期限は村県民税（１期）の納期限は村県民税（１期）の納期限は村県民税（１期）の納期限は
６月 30 日（月）です。６月 30 日（月）です。６月 30 日（月）です。

　平成26年度から10年間村県民税の均等

割額が引き上げられます！

　東日本大震災を踏まえ、地方公共団体

が実施する防災のための施策に要する費

用の財源を確保するため、村県民税の均

等割額が、全国的に、年間1,000円（村民税

500円、県民税500円）引き上げられます。

　平成26年度の均等割額は、5,500円

（村民税3,500円、県民税2,000円（森林

環境税500円含む）となります。

　皆様のご理解とご協力をお願いします。

村県民税均等割額が村県民税均等割額が村県民税均等割額が村県民税均等割額が村県民税均等割額が村県民税均等割額が
引き上げられます引き上げられます引き上げられます
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保管のポイント 取扱いのポイント

子供の手の届かないところに置く 火を止めてから給油する

高温になる場所には置かない 定期的に換気する

フタは確実に閉める 使用中は火気厳禁

　
美
し
い
吉
野
川
を
守
る
た
め
、
遊
ん
だ
後
の
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
な
ど
マ
ナ
ー
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
環
境
政
策
課　
　

℡

０
７
４
２
・
２
７
・
８
７
３
７

　
　
　
　
　
　
　
　

役
場
生
活
環
境
課　

℡

０
７
４
６
・
５
２
・
０
１
１
１

　
期
　
間
　
平
成
26
年
７
月
21
日
～
８
月
31
日

と
こ
ろ
　
吉
野
川
及
び
支
流
の
河
川
敷

６月の第２週は危険物安全週間です。

「危険物」というと特殊用途に利用されていると思いがちで一

般家庭には無縁な印象がありますが、ガソリンや灯油などの燃

料はもちろん、ヘアースプレーやマニキュア、ペンキ、エアー

ゾール製品など、身のまわりには「危険物」を利用した製品が

たくさんあり生活必需品となっています。

探してみると「えっ、こんなものまで！」と思うものに表示さ

れていることにお気づきになるでしょう。「危険物」を利用し

た製品は、その取扱いや保管方法を誤ると、思わぬ災害に発展

するおそれがあります。製品に書かれている使用上の注意事項

をよく読み、事故を防ぎましょう。

●家庭内の危険物事故を防ぐポイント

●危険物製品の表示

　　次のような表示があれば危険物です。

危険物 読みはまっすぐ ゼロ災害吉
野
川
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催

―　平成26年度危険物安全週間推進標語　―

第４類第１石油類　504ml
危険等級Ⅱ

火気厳禁

アルコール類（エタノール）　95ml
危険等級Ⅱ

火気注意

吉野消防署 TEL 0746-32-1011　IP 0746-39-9107　FAX 0746-32-0130

吉

沢

紀

子

選

特
　
選
　
新
緑
や
湖
面
に
同
じ
色
映
り
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
景
子
（
大
　
滝
）

［
評
］
湖
面
に
端
整
に
映
る
富
士
山
は
千
円
札
で
お
な
じ
み
だ
が
、
作
者
は

　
　
　
湖
面
の
ま
わ
り
の
新
緑
と
瑞
瑞
し
い
新
緑
に
心
が
躍
っ
た
の
だ
。

　
　
　
「
お
お
た
き
龍
神
湖
」
の
治
水
力
を
大
い
に
讃
え
て
い
る
。
　
　
　

特
　
選
　
夜
深
々
か
じ
か
の
声
に
耳
す
ま
し
　
　
　
　
　
枡
　
　
恭
子
（
東
　
川
）

［
評
］
原
句
の
上
五
は「
夜
深
し
」で
あ
っ
た
。
下
五
は
「
耳
す
ま
し
」
と

　
　
　
あ
る
故
、「
深
々
」
と
し
て
時
間
の
経
過
と
と
も
に
作
者
が
河
鹿
の

　
　
　
声
を
は
っ
き
り
と
ら
え
て
い
く
表
出
に
す
る
と
、
味
わ
い
が
よ
い
。

佳
　
作
　
磐
座
の
罅
に
地
獄
の
釜
の
蓋
　
　
　
　
　
　
　
阪
本
　
蓉
子
（
東
　
川
）

　
　
　
　
父
植
ゑ
し
石
楠
花
母
に
供
へ
け
り
　
　
　
　
　
上
田
　
一
郎
（
伯
母
谷
）

入
　
選
　
花
通
草
廂
に
あ
ふ
れ
来
た
り
け
り
　
　
　
　
　

井
　
清
子
（
大
　
滝
）

　
　
　
　
歯
ざ
わ
り
の
サ
ヤ
サ
ヤ
サ
ヤ
と
春
キ
ャ
ベ
ツ
　
古
瀨
　
和
子
（
大
　
滝
）

　
　
　
　
深
吉
野
に
法
螺
貝
の
音
花
盛
り
　
　
　
　
　
　
望
月
　
彰
美
（
　
迫
　
）

　
　

長
岳
寺
吟
行
（
天
理
）

特
　
選
　
ガ
マ
の
穂
に
大お

お

く

に

ぬ

し

国
主
命
を
思
ひ
け
り
　
　
　
　
竹
田
サ
ダ
子
（
大
　
滝
）

　
　
　
　
下
馬
と
あ
る
根
上
り
の
崖
櫨
若
葉
　
　
　
　
　
前
田
　
景
子
（
大
　
滝
）

佳
　
作
　
大
師
道
幅
を
狭
め
て
大
つ
つ
じ
　
　
　
　
　
　
阪
本
　
蓉
子
（
東
　
川
）

入
　
選
　
新
緑
を
纏
ひ
大
倭
古
墳
群
　
　
　
　
　
　
　
　
住
川
　
準
典
（
武
　
木
）

　
　
　
　
住
職
の
法
話
聞
き
入
る
麦
の
秋
　
　
　
　
　
　
新
子
谷
生
子
（
北
和
田
）

　
　
　
　
花
よ
り
も
萼
の
は
な
や
ぐ
山
帽
子
　
　
　
　
　
松
本
　
全
代
（
大
　
滝
）

　
　
　
　
参
道
の
つ
つ
じ
沢
山
長
岳
寺
　
　
　
　
　
　
　
枡
　
　
恭
子
（
東
　
川
）



24

広　報　　　　　　　　　　　　JUNE2014かわかみ広　報　　　　　　　　　　　　JUNE2014

５月31日現在

人口総数 1,608　人 （±０　人 ）

　 男　 　 769　人 （＋２　人 ）

　 女　 　 839　人 （－２　人 ）

世 帯 数　 861世帯（＋２世帯）

５月中の異動

転　入 ２人　　　転　出 ０人

出　生 ０人　　　死　亡 ２人

24

社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
方
か
ら

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）

10
万
円
　
中
西
　
靖
雄
（
大
　
滝
）

亡
き
母
の
供
養
と
し
て

２
万
円
　
奈
良
県
立
川
上
高
等
学
校

　
　
　
　
　
第
11
回
卒
業
生
一
同

　
ふ
る
里
川
上
村
の
福
祉
増
進
の
た
め

お

く

や

み
（
敬
称
略
）

大
北
　
シ
ズ
ヱ
（
井
　
光
）

５
月
16
日
　
98
歳

かわかみ

　
東
川
高
佐
村
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
、実
際
に
住
宅
を
観
て
み
た
い
と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

見
学
等
も
可
能
で
す
の
で
是
非
一
度
役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
広
報

か
わ
か
み
５
月
号
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
間
　
平
成
26
年
６
月
10
日
（
火
）
～
６
月
24
日
（
火
）
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
林
業
建
設
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

村
営
住
宅
入
居
者
募
集
!!
一
度
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

の

び

っ

子

広

場

６
月
23
日
（
月
）

ヨ
ガ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ（
納
田
先
生
）

７
月
14
日
（
月
）

リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う
（
加
藤
先
生
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

や
ま
ぶ
き
保
育
園　

℡

５
２
・
０
０
１
９

役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１


